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1.2  システムに関する運用管理 
これにはハード面、ソフト面そして業務面の３つの運用管理がある。 
 





るだけに、本システムにはハイスペックの Intel® Core(TM)15-3470 CPU 3.20GHz を組み込んでい
る。またデータ長期保存用記憶装置のハードディスクは、内蔵 HD と、万一に備えて外付けの HD
（２TB）を装備した。現在の磁気円盤型の HD は物理的な衝撃に万全でないため、今後は電気的
な記憶媒体として SSD（Solid State Device）装備を検討している。メモリは HD に対して一時的な
記憶媒体であり、データやアプリケーションを呼び出し CPU の高速処理に対応可能な実装メモ
リ 8.00GB を選択した。また CD/DVD ドライブはデータ配布時の媒体作成用として、またアプリ






































1.2.2  ソフト面の運用管理 
ソフトウエアには基本ソフト（OS）とアプリケーションソフトがある。出席管理システム導入
当初の OS は Microsoft 社の 2001 年に発売された Windows XP であったが、その後のネット環境
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の大きな変化に伴い、2014 年に Windows XP の完全サポートが終了となったことにより全く新し
い Windows 7 へ移行し現在に至っている。これに関して種々開発更新してきているアプリケーシ
ョンの動作検証や互換性確認作業を行うなどの大きな変更業務となったことについては前報で述
べた（9）。 




 データの配信依頼やメール送受信用のアプリケーションとして Outlook を備え、検索結果やホ
































 その後 Web 用のサーバーへアップロードする作業はプログラミングされているので定刻にな
ると夜間バッチジョブとして自動実行される。 
 




バックアップには外付けの HD を利用し、万一の際に搬出・展開活用できる体制を採っている。 














































D.2  パソコンの資源管理 
 出席管理システムは導入後１４年目に入るが、インターネットを介する閲覧方式であるために
パソコン所有は必要不可欠となる。教員が所有しているパソコンは多種多様であり、メーカーや











また当初の設定では問題が発生しなかったが、2014 年４月に Windows XP のサポート終了後の
買い替えにより機種変更した際に閲覧できなくなった場合にも同様の方法で対処してきた。 
表 1は 2016年 11月時点での教員の所有パソコンの種別に関するリストの一部である。 
 










No. 教員番号 教員氏名 フリガナ 担任(研究室) 配属先 メールアドレス PC機種 設定 所在
1 1511 Win8 〇完了 18-6階
2 0030 Win7 〇完了 21-6階
3 0977 Win10 〇完了 21-3階
4 0805 Win10 ✖ 21-8階
5 0003 Win10 〇完了 21-7階
6 0903 Win8 ✖ 21-7階
7 18-5階
8 0814 Win7 〇完了 21-4階
9 1153 Win10 〇完了 21-3階
10 2605 Win7 〇完了 21-8階
11 1407 Win10 〇完了 18-4階
12 0044 Win8 ✖ 21-9階
13 0037 Win8 〇完了 21-5階
14 0320 Win7 〇完了 18-4階
15 1017 Win10 〇完了 21-9階
16 1513 Win7 ✖ 18-6階
17 0813 Win7 〇完了 21-8階
18 0474 Dell ✖ 18-4階
19 18-4階
20 1103 Win10 ✖ 21-7階
























































は更に伸び 6.8年へ推移していることが解った。  
























表 3. 曜日・時限順の時間割表 
 

















表 4. 講義カード番号順の時間割表 
 





ォルダ保管用青色カードの 2 種類を作成・配布している。因みに 2017 年度の前期は 324 の講義
数（教員別）に対して黄色・青色併せて 648枚、後期は若干少ない 287の講義数（教員別）に対











































































































































































   

























第２章  ITILを適用した検証内容（Process、Product、People、Partner） 
 
IT サービス運用現場では投資とコストパフォーマンスが適正であるか「アイティル」「アイテ

















































































































　1. 運用報告 　① 定期報告
　2. 運用状況改善 　① システム運用改善























































































































　① メールによる問い合わせ 〇 〇 〇 〇 〇
　② 電話による問い合わせ 〇 〇 〇 〇 〇
　③ 管理者SVへ一括集約（引継ぎ） 〇 〇 〇 〇 〇
　① システム機器安定稼働の見守り 〇 〇 〇 〇
　② システム構成資源の見守り 〇 〇 〇 〇
　③ システム活用状況（サービス）の見守り 〇 〇 〇 〇
　① 不具合受付 〇 〇 〇 〇 〇
　② 不具合内容把握分析・切り分け解析 〇 〇 〇 〇 〇
　③ 不具合復旧・回復への対応 〇 〇 〇 〇 〇
　④ 不具合対応履歴蓄積・管理 〇 〇 〇 〇 〇
　① ハード構成管理 〇 〇 〇 〇
　② ソフト保守ライセンス管理 〇 〇 〇 〇
　③ 補足・追加事項管理 〇 〇 〇 〇
　① ウイルスバスターファイルの更新と管理 〇 〇
　② セキュリティパッチの適用と管理 〇 〇
　③ サーバー管理（情報科学研究センター委託） 〇 〇
　① バックアップ計画の策定 〇 〇 〇
　② バックアップ計画の実行 〇 〇 〇
　① ログファイル管理・報告 〇 〇 〇
　② ログファイル集約・活用 〇 〇 〇
　① ユーザー利用環境維持・更新 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　② ユーザー利用環境周知広報 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　③ 機器利用維持.管理 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　④ 年度更新対応 〇 〇 〇 〇 〇 〇
 9. 利用者支援 　① 情報提供と共有 〇 〇 〇 〇 〇
　① 機器点検 〇 〇
　② システム点検 〇 〇
　③ イントラネット点検（情報科学研究センター委託） 〇 〇
 11. 運用報告 　① 定期報告 〇 〇 〇 〇 〇
 12. 運用状況改善 　① システム運用改善 〇 〇 〇 〇 〇














     維持・更新
 10. メンテナンス















2.4  出席管理体制を管理運営する人的側面（People、Partner）についての検証 
図 3内に示した利用者、出席管理委員、出席管理 SVなど主要５項目について述べる。 
なお、線が太いほど関連性が緊密であることを示している。 
 












 京葉システム㈱ （保守・点検・情報共有） 



















































































2.4.5  保守・点検（京葉システム㈱） 































































































































































第４章 まとめと考察  








た結果、目にしたのが ITIL（Information Technology Infrastructure Library）であった。そ
の概要は英国を発祥とする ITサービスマネジメントの成功事例を体系化した書籍群で、ITサー
ビスを取り扱う企業や政府の教科書的存在になっている。日本では 2003年に富士通、マイクロ
ソフト、NTT コム、日立製作所、NEC を含む 8社の情報通信技術企業により、NPO法人が設立さ
れ、書籍の翻訳やセミナーを通じて ITILの普及活動が行われている（22）。 
ITIL にはサービスを提供する際に必要とする具体的な戦略などを検討する項目もあり、導入の


























































4.7  運用業務の 3つの活動分野について具体的な業務内容を書き出し一覧にまとめ表 6に示し









ることから２つ目の P、Process といえる。 
 






















































今回主として用いました ITIL は汎用されているバージョンⅡでしたが、その後のバージョンⅢでは 4 つ目の P
として Partner を加えています。京葉システム㈱、情報科学研究センターの他にも、SUCRA、JURA、図書館、そ































   （JAMAS：Josai university Attendance Mail Alert System） 
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